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まめ知識 まめ知識

質
問　
令
和
６
年
６
月
開
所
の
高

齢
者
福
祉
な
ん
で
も
相
談
セ
ン
タ

ー
の
成
果
と
、
改
善
し
た
こ
と
は
。

答
弁　
開
所
か
ら
令
和
７
年
１
月

末
日
ま
で
の
相
談
件
数
は
、
総
合

相
談
が
６
２
７
件
、
専
門
相
談
が

１
２
４
件
、
合
計
７
５
１
件
で
あ

る
。
専
門
相
談
で
は
司
法
書
士
等

へ
の
相
談
に
加
え
、
弁
護
士
相
談

や
少
人
数
で
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
も

開
始
し
て
お
り
、
今
後
も
メ
ニ
ュ

ー
を
追
加
し
、
充
実
を
図
り
た
い
。

質
問　
40
～
64
歳
で
16
の
特
定
疾

病
に
よ
り
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
何
人
い
る
の

か
。
ま
た
、
介
護
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
可
能
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　
令
和
６
年
12
月
末
現
在
、

市
内
で
の
該
当
者
は
３
８
３
人
で

あ
る
。
介
護
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
は
、

要
介
護
認
定
の
有
無
な
ど
を
一
切

問
わ
ず
、
65
歳
以
上
の
市
民
が
利

用
可
能
と
し
て
き
た
が
、
64
歳
以

下
で
も
介
護
が
必
要
な
人
で
あ
れ

ば
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

速
や
か
に
対
処
す
る
。

質
問　
生
活
困
窮
を
抱
え
る
世
帯

か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、

子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な

ど
の
社
会
資
源
と
の
連
携
は
。

答
弁　
生
活
困
窮
の
相
談
の
中
に

は
差
し
迫
っ
た
状
況
下
に
あ
る
場

合
も
あ
り
、
特
に
乳
幼
児
が
い
る

場
合
は
迅
速
に
児
童
相
談
所
と
協

議
し
、
一
時
保
護
の
要
請
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
資
源
の
活
用

は
虐
待
の
予
防
や
早
期
発
見
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
本
市

が
開
所
す
る
児
童
相
談
所
を
中
心

に
、
子
ど
も
を
守
る
意
識
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
Ｇ
ｕ
ｎ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
に

当
た
り
、
バ
ス
の
利
便
性
向
上
の

た
め
に
高
崎
駅
西
口
に
デ
ジ
タ
ル

案
内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
デ
ジ
タ
ル
表
記
の
案
内
板

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
と
考
え
る
が
、

導
入
や
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
必
要
性
や
効
果
的
な
整

備
手
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
課

題
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
が
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
施
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
。
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
主
に
小
学
校
区
ご
と
に
組
織

さ
れ
た
運
営
委
員
会
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
ク
ラ
ブ

の
実
態
を
各
運
営
委
員
会
の
役
員

や
保
護
者
、
支
援
員
か
ら
聞
き
取

り
、
課
題
や
問
題
の
洗
い
出
し
を

行
う
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校

区
・
地
域
ご
と
に
解
決
に
向
け
た

効
果
的
な
対
策
を
運
営
委
員
会
と

協
議
・
検
討
を
行
い
、
早
急
な
解

決
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
課

題
は
日
々
の
生
活
に
直
結
し
、
早

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
優

先
順
位
等
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

答
弁　
課
題
解
決
の
支
援
策
も
校

区
ご
と
に
異
な
っ
て
く
る
と
認
識

し
て
い
る
。
新
た
に
設
置
す
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
課
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
実
態
に
合
わ

せ
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
１
歳
児
の
保
育
士
の
配
置

基
準
に
つ
い
て
、
県
は
国
の
配
置

加
算
の
取
得
を
前
提
に
、
新
た
な

加
算
補
助
を
発
表
し
て
お
り
、
非

認
知
能
力
の
育
成
や
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
保
育
へ
の
取
り
組
み
を
要
件

と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
県
が
発
表
し
た
１
歳
児
４

人
に
対
し
１
人
の
保
育
士
を
配
置

し
た
場
合
の
人
件
費
相
当
分
の
補

助
は
、
国
が
実
施
予
定
の
１
歳
児

配
置
改
善
加
算
を
取
得
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
詳
細
が
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な

措
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
食
材
確
保
の
問
題
を
抱
え

る
子
ど
も
食
堂
に
対
し
、
本
市
と

し
て
積
極
的
に
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
市

が
財
政
支
援
す
る
と
な
る
と
、
運

営
時
の
衛
生
管
理
や
栄
養
管
理
等
、

制
度
と
し
て
の
枠
組
み
を
強
い
る

こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
現
時
点

で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
千
人
を
超
え
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
う
ち
、
約
４
０
０
人

い
る
と
思
わ
れ
る
ど
こ
と
も
つ
な

が
っ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
の
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ポ
ー
ト
校
や

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
。

答
弁　
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ポ
ー
ト
校

は
、
教
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。
メ

ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制
度
は
、
外
部

と
の
つ
な
が
り
や
精
神
的
な
支
え

に
つ
な
が
る
支
援
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
先
進
事
例
等
を
研
究
す
る
。

質
問　
経
済
的
支
援
と
し
て
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
利
用
児
童
・
生
徒
支

援
補
助
金
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
た
り
過
ご

し
た
り
す
る
場
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
補

助
金
を
出
す
こ
と
は
、
市
が
条
件

等
を
課
す
こ
と
に
な
り
、
特
色
あ

る
自
由
な
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
検
討
し
て
い
な
い
。

質
問　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
歯

科
健
診
事
業
の
実
施
状
況
は
。

答
弁　
幼
児
期
に
は
１
歳
６
カ
月
、

２
歳
、
３
歳
で
歯
科
健
診
を
実
施

し
て
お
り
、
３
歳
で
虫
歯
が
１
本

も
な
い
幼
児
は
平
成
25
年
度
85
・

１
％
、
平
成
30
年
度
90
％
、
令
和

５
年
度
95
・
２
％
と
年
々
向
上
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
人
向
け
に
は

20
～
70
歳
ま
で
の
間
、
10
年
ご
と

に
成
人
歯
科
健
診
を
受
診
で
き
る
。

質
問　
小
・
中
学
校
で
の
歯
科
指

導
、
啓
発
な
ど
の
内
容
と
成
果
は
。

答
弁　
学
校
歯
科
医
に
よ
る
歯
科

健
診
、
給
食
後
の
歯
磨
き
等
を
通

じ
て
歯
磨
き
習
慣
の
定
着
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

な
ど
、
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
永

久
歯
に
虫
歯
の
な
い
児
童
・
生
徒

の
割
合
は
平
成
30
年
度
の
小
学
校

85
・
４
％
、
中
学
校
69
・
７
％
に

対
し
、
令
和
６
年
度
は
小
学
校
90

９
％
、
中
学
校
78
・
３
％
と
着
実

に
増
加
し
て
い
る
。

質
問　
令
和
６
年
度
末
に
策
定
を

予
定
し
て
い
る
地
域
計
画
を
、
７

年
度
以
降
ど
う
運
用
す
る
の
か
。

答
弁　
令
和
７
年
度
以
降
は
、
策

定
を
予
定
し
て
い
る
地
域
計
画
を

基
に
、
地
域
ご
と
に
協
議
の
場
を

設
け
、
計
画
の
精
度
向
上
に
努
め

て
い
く
。
協
議
の
場
で
は
、
目
標

地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
る
担
い
手

の
追
加
や
変
更
、
農
用
地
の
利
用

方
法
の
変
更
お
よ
び
農
業
以
外
の

用
途
に
供
す
る
た
め
地
域
計
画
の

区
域
か
ら
の
除
外
な
ど
を
適
宜
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
市
に
お

い
て
は
年
に
２
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
開
催
方
法
に
つ
い
て

は
、
協
議
の
場
に
参
加
す
る
農
業

者
の
負
担
等
を
考
慮
し
な
が
ら
日

程
等
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
上

で
新
た
な
課
題
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
の

場
を
開
催
し
、
農
用
地
の
効
率
的

か
つ
総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問　
労
働
人
口
確
保
の
た
め
、

外
国
人
労
働
者
の
継
続
し
た
雇
用

に
伴
う
企
業
負
担
に
対
し
、
本
市

が
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
特
定
技
能
制
度
に
よ
る
外

国
人
雇
用
は
各
事
業
者
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
中
小
企
業
資
格
取
得
支
援

事
業
や
職
場
環
境
改
善
事
業
等
、

本
市
独
自
の
支
援
策
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
国
の
定
め
る
特
定
技

能
制
度
の
動
向
を
注
視
し
、
市
内

事
業
者
が
抱
え
る
諸
課
題
へ
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問　
国
勢
調
査
で
調
査
不
能
と

す
る
場
合
の
判
断
基
準
や
対
応
は
。

答
弁　
国
勢
調
査
は
国
の
指
針
で

世
帯
を
直
接
訪
問
す
る
方
式
と
し

て
お
り
、
面
会
で
き
る
ま
で
訪
問

す
る
こ
と
が
調
査
員
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
理
不
尽
な
対

応
を
受
け
る
な
ど
調
査
の
継
続
が

困
難
な
場
合
は
市
職
員
が
同
行
す

る
な
ど
の
支
援
に
努
め
、
身
の
危

険
を
感
じ
る
な
ど
の
対
応
へ
は
調

査
不
能
と
し
安
全
を
確
保
し
た
い
。

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
計
画

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

生
活
困
窮
者
支
援
に
向
け
た
社
会
資
源
の
活
用
と
連
携

Ｇ
ｕ

ｎ

Ｍ
ａ

ａ

Ｓ

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

保
育
環
境
の
改
善

子
ど
も
の
貧
困
対
策

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

健
口
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
、

歯
と
口
の
健
康
維
持
へ
の
取
り
組
み

高た
か
は
し橋 

美み
な
お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

外
国
人
労
働
者
と
の
共
生

令
和
７
年
国
勢
調
査

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

高
齢
者
福
祉
の
取
り
組
み

新に
い
く
ら倉 

哲て
つ
ろ
う郎

（
超
党
派
の
会
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
課

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
超
党
派
の
会
）

不
登
校
児
童
・
生
徒
と

そ
の
保
護
者
へ
の
支
援

●農地転用許可制度
     （P5参照）

農地法に基づき、優良農地を確保するため、農地の優良性や周辺の土地利用状況等により農地を
区分し、適正な農地転用を図るための制度。

●農業振興地域制度
     （P5参照）

農業振興地域の整備に関する法律に基づき、市町村が農用地等として利用すべき土地を農用地区
域として設定した区域内の農用地について、農業以外の用途に利用することを制限する制度。

●特定技能制度
     （P6参照）

国内人材を確保することが困難な状況にある産業分野において、一定の専門性・技能を有する外国
人を受け入れることを目的とする制度。2018年に可決・成立した改正出入国管理法により在留資
格「特定技能」が創設され、2019年４月から受け入れが可能となった。

●ＧｕｎＭａａＳ
     （P6・P10参照）

複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、ルート検索・予約・決済などを
スマートフォンを利用して一括で行うサービス。群馬県が令和５年３月から運用を開始している。

（P7参照）

（P7参照）

（P8参照）
・


